
主な記事
・改正基本法成立 ２面
・「地域計画」の効果実感２割 ３面
・技能検定試験問題と正解 ４－５面
・農業経営課題は３年連続「コスト」 ８面

米
穀
機
構
は
6
月
6

日
、
5
月
の
米
の
景
況
調

査
（
Ｄ
Ｉ
）
に
つ
い
て
、

向
こ
う
3
カ
月
の
需
給
見

通
し
指
数
を
78
と
発
表
し

た
。
東
日
本
大
震
災
後
の

2
0
1
2
年
4
月
・
5
月

に
並
び
過
去
最
高
と
な
っ

た
。上
昇
は
5
カ
月
連
続
、

前
月
比
で
は
3
ポ
イ
ン
ト

伸
び
て
お
り
、
米
の
需
給

が
引
き
締
ま
る
見
方
が
強

ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
米
価
の
見
通
し

指
数
は
73
。
需
給
見
通
し

同
様
、
5
カ
月
連
続
で
上

昇
し
、
前
月
比
は
3
ポ
イ

ン
ト
増
だ
っ
た
。

米
の
価
格
は
、
産
地
と

卸
間
の
相
対
取
引
は
9
月

以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
が
、
ス
ポ
ッ
ト

市
場
は
急
騰
し
て
い
る
。

米
穀
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
秋
田
「
あ
き
た
こ

ま
ち
」
の
5
月
末
時
点
の

60
キ
ロ
価
格
（
税
別
）
は

2
万
5
5
0
0
円
で
、
9

月
か
ら
7
割
高
。青
森「
ま

っ
し
ぐ
ら
」
が
2
万
3
0

0
0
円
、
茨
城
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
が
2
万
4
5
0
0

円
と
、
軒
並
み
前
年
比
7

〜
8
割
高
で
取
引
さ
れ
て

い
る
。
急
騰
の
原
因
に

は
、
猛
暑
の
影
響
で
2
0

2
3
年
産
米
の
流
通
量
が

少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
日
本
米
穀
商
連
合
会

が
全
国
の
小
売
店
な
ど
の

会
員
3
0
0
社
を
対
象
に

4
〜
5
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、米
を「
仕

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
「
仕
入
れ
で
き
る

量
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
の
回
答
が
あ
わ
せ

て
85
％
に
上
っ
た
。

ま
た
、
収
穫
時
期
ま
で

の
在
庫
量
に
つ
い
て
は
、

「
現
状
、
需
要
に
対
応
で

き
る
在
庫
が
な
い
」
が
3

割
、「
3
〜
4
カ
月
の
在

庫
量
は
確
保
し
て
い
る
」

が
5
割
弱
。
24
年
産
米
が

出
回
る
ま
で
在
庫
が
も
た

な
い
可
能
性
が
あ
る
。

◆
米
需
要

2
0
4
0
年

に
は
国
産
だ
け
で
賄
え
な

い
可
能
性
◆

全
国
米
穀
販
売
事
業
共

済
協
同
組
合
は
、
30
年
代

に
も
国
内
の
米
需
要
量
を

国
産
だ
け
で
は
賄
え
な
く

な
る
と
の
試
算
結
果
を
公

表
し
た
。
40
年
の
需
要
量

が
3
7
5
万
ト
ン
な
の
に

対
し
て
、
生
産
量
は
3
6

3
万
ト
ン
。
こ
の
ま
ま
何

も
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
需
要
量
の
減
少
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
生
産
者
が

減
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

◆
24
年
産
水
田
作
付
け
意

向

11
道
県
が
主
食
用
米

増
加
意
向
◆

農
林
水
産
省
は
4
月
末

時
点
の
主
食
用
米
作
付
け

意
向
調
査
で
、
11
道
県
が

増
加
意
向
と
発
表
し
た
。

1
月
末
調
査
か
ら
6
県
増

え
た
。
一
方
、
転
作
作
物

は
、
今
年
度
産
か
ら
一
般

品
種
の
助
成
額
を
引
き
下

げ
た
飼
料
用
米
で
36
道
府

県
、
大
豆
で
26
県
が
減
少

傾
向
と
な
っ
た
。

米
穀
機
構
は
5
月
の
米
の
需
給
見
通
し
指
数
が
5
カ
月
連
続
で
上
昇
し
、
東
日

本
大
震
災
後
に
並
び
過
去
最
高
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
猛
暑
に
よ
り
23
年
産
米

の
流
通
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
急
騰
し
、
小
売
店
で
は
仕
入

れ
で
き
る
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
需
給
に
逼
迫
感
が
出
て
き
て
い
る
。

ス
ポ
ッ
ト
市
場
は
前
年
比
７
〜
８
割
高

５
月
の
見
通
し
指
数
78

米
需
給
に
逼
迫
感
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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
気
候
変
動
な

ど
を
背
景
に
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
、
農
政
の
憲
法

と
さ
れ
る「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
の
改
正
法

が
、
5
月
29
日
の
参
議
院

本
会
議
で
賛
成
多
数
で
可

決
・
成
立
し
た
。
法
律
の

基
本
理
念
に
「
食
料
安
全

保
障
の
確
保
」
と
「
環
境

と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ

ス
テ
ム
の
確
立
」
を
新
た

に
加
え
、
国
内
農
業
生
産

の
増
大
を
基
本
に
、
食
料

の
安
定
的
な
輸
入
・
備
蓄

の
確
保
お
よ
び
環
境
に
配

慮
し
た
食
料
供
給
体
制
の

確
立
を
明
記
し
た
ほ
か
、

適
切
な
価
格
に
対
す
る
消

費
者
理
解
の
促
進
や
ス
マ

ー
ト
技
術
を
活
用
し
た
生

産
性
の
向
上
、
多
収
品
種

の
育
成
及
び
導
入
の
促
進

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

◇
十
三
条
文
が
改
変
・
追

加
基
本
法
は
大
き
く
分
け

て
、
①
「
第
一
章

総
則
」

国
内
農
業
全
体
に
関
わ
る

内
容
、
②
「
第
二
章

基

本
的
施
策
」
具
体
的
な
施

策
の
根
拠
、
③
「
第
三
章

行
政
機
関
及
び
団
体
」

農
林
水
産
省
を
は
じ
め
と

す
る
行
政
機
関
の
活
動
指

標
、
④
「
第
四
章

食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審

議
会
」
政
策
や
施
策
を
審

議
す
る
場
の
設
置
、
の
四

章
か
ら
成
り
立
ち
、
各
章

に
条
文
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
現
行
法
は
四
十
三
条

だ
が
、
今
回
の
改
正
で
大

幅
に
改
変
・
追
加
が
行
わ

れ
、
改
正
法
は
五
十
六
条

と
な
る
。

主
な
改
変
・
追
加
は
次

の
と
お
り
。

▽
「
食
料
の
安
定
供
給
の

確
保
」
を
「
食
料
安
全
保

障
の
確
保
」
に
変
更

こ
れ
ま
で
の
「
食
料
の

安
定
供
給
」
が
国
内
に
向

け
た
内
容
だ
っ
た
も
の
か

ら
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
世
界
情
勢
の
中
で
、
い

か
に
し
て
食
料
を
確
保
し

て
い
く
か
を
強
調
し
た
文

言
に
変
更
し
、
基
本
理
念

と
し
て
定
め
た
。

▽
法
全
体
に
「
環
境
負
荷

低
減
」
を
明
記

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」が
施
行
さ
れ
、

す
で
に
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
は
進
ん
で
い
る

が
、
基
本
理
念
の
一
つ
と

し
て
新
た
に
明
記
。
そ
の

他
の
条
文
で
も
環
境
配
慮

に
言
及
し
、
国
内
だ
け
で

は
な
く
世
界
的
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
で
輸

出
強
化
に
も
つ
な
げ
る
。

▽
「
適
正
な
農
畜
産
物
価

格
の
形
成
」
と
「
農
業
資

材
の
安
定
供
給
」

食
料
の
合
理
的
な
価
格

形
成
に
つ
い
て
、
需
給
事

情
お
よ
び
品
質
評
価
が
適

正
に
反
映
さ
れ
つ
つ
、
食

料
の
持
続
的
な
供
給
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
農
業
者
、

食
品
事
業
者
、
消
費
者
、

そ
の
他
の
食
料
シ
ス
テ
ム

の
関
係
者
に
よ
り
、
そ
の

持
続
的
な
供
給
に
要
す
る

合
理
的
な
費
用
が
配
慮
さ

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
明
記
。

ま
た
、
農
業
資
材
に
つ

い
て
も
、
価
格
の
著
し
い

変
動
が
農
業
経
営
に
及
ぼ

す
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

も
の
と
の
条
文
を
追
加
し

た
。

＊

こ
の
他
、「
輸
入
に
関

す
る
措
置
」、「
輸
出
の
促

進
」、「
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
な
ど
先
端
的
な
技
術
お

よ
び
多
収
品
種
の
育
成
及

び
導
入
の
促
進
」、「
農
地

や
地
域
の
保
全
」、「
鳥
獣

害
の
対
策
」
な
ど
に
関
す

る
条
文
が
追
加
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
材
関
係
の
条

文
で
は
、「
人
材
の
育
成
お

よ
び
確
保
」「
女
性
の
参
画

の
促
進
」「
高
齢
農
業
者
の

活
動
の
促
進
」
が
現
行
法

か
ら
引
き
続
き
明
記
さ

れ
、
さ
ら
に
、「
障
害
者
等

の
農
業
に
関
す
る
活
動
の

環
境
整
備
」
が
新
た
に
加

わ
っ
た
。

国
産
米
を
食
べ
ら
れ
る

日
は
い
つ
ま
で
続
く
だ
ろ

う
。
食
が
多
様
化
し
た
現

在
で
も
日
本
人
の
主
食
で

あ
る
米
。
食
料
自
給
率
の

低
さ
が
問
題
と
な
る
中
で

も
、
米
の
自
給
率
は
ほ
ぼ

1
0
0
％
。
日
本
人
に
と

っ
て
、
米
は
食
料
安
全
保

障
の
要
と
も
言
え
る
。
し

か
し
最
近
、
そ
の
米
が
不

足
気
味
だ
。
昨
年
の
猛
暑

で
23
年
産
米
の
流
通
量
が

少
な
い
こ
と
が
原
因
だ
と

い
う
。

日
本
米
穀
商
連
合
会
が

全
国
の
小
売
店
を
対
象
に

4
〜
5
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
米

を
「
仕
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
「
仕
入
れ
で

き
る
量
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
」
と
の
回
答
が
あ
わ

せ
て
85
％
。
収
穫
時
期
ま

で
の
在
庫
量
は
「
現
状
、

需
要
に
対
応
で
き
る
在
庫

が
な
い
」
が
29
・
7
％
、

「
3
〜
4
カ
月
の
在
庫
量

は
確
保
し
て
い
る
」
が
46

％
。
24
年
産
米
が
流
通
す

る
ま
で
も
つ
か
ど
う
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

米
不
足
と
言
え
ば
、
1

9
9
3
年
（
平
成
5
年
）

に
起
き
た
平
成
の
米
騒
動

が
記
憶
に
新
し
い
（
と
い

っ
て
も
31
年
前
だ
が
）。

こ
の
時
は
大
量
に
タ
イ
米

を
輸
入
し
た
が
、
歴
史
を

遡
る
と
、
過
去
に
も
輸
入

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
時

代
が
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
貨
幣
代

わ
り
だ
っ
た
米
は
、
明
治

時
代
前
期
に
自
給
率
が
1

0
0
％
を
超
え
、
輸
出
の

花
形
と
な
る
。
糸
や
お
茶

に
並
ん
で
重
要
輸
出
品
に

位
置
付
け
ら
れ
、
1
8
7

8
年
（
明
治
11
年
）
と
1

8
8
8
年
（
明
治
21
年
）

に
は
米
が
お
茶
を
抜
い
て

輸
出
額
1
位
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
米
の
輸
出
量
が

過
去
最
大
と
な
っ
た
翌
年

1
8
8
9
年（
明
治
22
年
）、

暴
風
雨
に
よ
る
水
害
で
収

穫
量
が
前
三
カ
年
平
均
の

85
％
ま
で
落
ち
込
み
、
翌

年
に
は
29
万
ト
ン
の
米
を

輸
入
。
そ
の
後
、
人
口
増

加
と
と
も
に
米
の
消
費
量

が
増
え
た
こ
と
で
輸
入
量

も
増
加
。
自
給
率
は
1
8

9
0
年
代
に
1
0
0
％
を

下
回
り
、
大
正
時
代
に
は

94
％
、
昭
和
初
頭
に
は
85

％
と
下
が
り
続
け
、
戦
後

に
は
深
刻
な
米
不
足
・
食

糧
難
と
な
る
。
そ
の
後
、

1
9
5
2
年
（
昭

和
27

年
）
に
「
食
糧
増
産
5
カ

年
計
画
」
を
立
て
生
産
量

の
増
大
に
取
り
組
み
、
1

9
5
0
年
（
昭
和
25
年
）

の
9
3
8
万
ト
ン
か
ら
1

9
6
7
年
（
昭
和
42
年
）

の
1
4
4
5
万
ト
ン
へ
と

17
年
で
1
・
5
倍
に
増
加

さ
せ
、
約
80
年
ぶ
り
に
米

の
自
給
が
達
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
以
来
、
現
在

ま
で
米
の
自
給
率
は
ほ
ぼ

1
0
0
％
を
維
持
し
て
い

る
。1

9
6
1
年
（
昭
和
46

年
）
か
ら
は
需
要
減
に
伴

い
生
産
調
整
が
本
格
的
に

開
始
さ
れ
、
近
年
は
毎
年

10
万
ト
ン
ペ
ー
ス
で
消
費

量
が
減
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
中
で
の
今
回
の
米
不

足
。
猛
暑
が
米
不
足
の
原

因
な
ら
、
米
不
足
は
毎
年

起
き
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
猛
暑
は
品
種
改

良
で
解
決
で
き
得
る
。
問

題
は
生
産
者
数
だ
。
2
0

4
0
年
に
は
生
産
者
が
30

万
人
程
度
ま
で
減
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。
需
要
も

大
き
く
減
少
す
る
が
、
そ

れ
で
も
国
産
米
だ
け
で
は

需
要
を
賄
い
き
れ
な
い
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。

米
は
、
国
民
食
に
し
て

食
料
安
全
保
障
の
要
。
な

ん
と
か
自
給
自
足
を
続
け

ら
れ
る
手
立
て
は
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。

農
政
の
憲
法
と
さ
れ
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
改
正
法
が
5
月
29
日
、
成
立
し
た
。
現
行
法
が

制
定
さ
れ
た
1
9
9
9
年
以
降
、
25
年
間
で
初
の
改
正
と
な
る
。
改
正
法
で
は
、
基
本
理
念
に
「
食
料
安
全
保

障
の
確
保
」
と
「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を
新
た
に
追
加
。「
農
業
の
持
続
的
な
発

展
」「
農
村
の
振
興
」
と
あ
わ
せ
た
4
つ
を
柱
と
し
て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
策
定
に
入
る
。

食
料
安
全
保
障
の
確
保
を
基
本
理
念
に

改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
成
立

米
の
自
給
率

農
林
水
産
省
は
6
月
12

日
、
2
0
2
3
年
度
の
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
率
が

前
年
度
を
0
・
9
％
上
回

る
60
・
4
％
に
な
っ
た
と

発
表
し
た
。
同
省
は
、
23

年
度
内
に
全
耕
地
面
積
に

占
め
る
担
い
手
の
利
用
面

積
シ
ェ
ア
を
8
割
に
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
た
が
、

達
成
で
き
な
か
っ
た
。

14
年
の
農
地
バ
ン
ク

（
農
地
中
間
管
理
機
構
）

創
設
以
降
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
率
は
上
昇
し
て

お
り
、
23
年
度
末
の
集
積

面
積
は
2
5
9
万
3
3
0

0
㌶
で
、
前
年
か
ら
1
万

9
7
0
0
㌶
増
加
し
た
。

13
年
の
2
2
1
万
㌶
か
ら

は
38
万
5
0
0
0
㌶
増
加

し
、
こ
の
う
ち
、
農
地
バ

ン
ク
に
よ
る
集
積
面
積
は

約
20
・
1
万
㌶
で
全
体
の

52
％
と
な
っ
た
。

担
い
手
へ
の
集
積
率

は
、
目
標
を
設
定
し
た
13

年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の

5
年
間
は
毎
年
、
前
年
度

を
1
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回

る
ペ
ー
ス
で
伸
び
て
い
た

が
、
近
年
は
ペ
ー
ス
が
鈍

化
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
平
均
集
積

率
60
・
4
％
は
北
海
道
の

9
割
超
に
因
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
平
均
値
を
超
え

た
都
道
府
県
は
10
道
県
に

と
ど
ま
り
、
11
都
府
県
が

3
割
に
も
達
し
て
お
ら

ず
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き

な
差
が
あ
る
状
況
に
進
展

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
農

業
者
の
減
少
が
続
く
中
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
は

今
後
も
進
む
と
思
わ
れ
る

が
、
担
い
手
も
高
齢
化
が

迫
っ
て
い
る
。
今
回
、
目

標
達
成
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
13
年
度
か
ら
10
年
間

の
上
昇
割
合
は
11
・
7
ポ

イ
ン
ト
と
、
年
に
1
ポ
イ

ン
ト
以
上
の
割
合
で
上
昇

し
て
お
り
、
元
々
の
目
標

設
定
に
無
理
が
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
新
た
な
目

標
設
定
に
は
明
確
な
根
拠

が
求
め
ら
れ
る
。

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
６
割

23
年
度
目
標
８
割
に
届
か
ず

２３
年
度
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
状
況

【
通
常
総
会
】

▽
7
月
25
日
（
木
）

秋
田
商
組
通
常
総
会

【
資
材
展
示
会
】

▽
6
月
26
日
（
水
）

福
井
商
組
資
材
展
示
会

▽
6
月
27
日
（
木
）

岐
阜
商
組
資
材
展
示
会

▽
7
月
1
日
（
月
）

京
都
商
組
資
材
展
示
会

【
中
古
農
機
フ
ェ
ア
】

▽
7
月
12
日
（
金
）

広
島
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
会
場

Ｊ
Ａ
西
日
本

営
農
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▽
7
月
12
〜
13
日
（
金

土
）兵

庫
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
会
場

播
磨
科
学
公

園
都
市
）

▽
8
月
1
〜
2
日
（
木

金
）

福
島
県
中
古
農
機
フ
ェ
ア

（
会
場

プ
ラ
ン
ト
5
駐

車
場
）

２
０
２
４
年
４
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
３３
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
25
件

4
月
は
15
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
33
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
4
月

の
死
亡
事
故
の
報
告
数
と

し
て
は
、
こ
の
調
査
が
始

ま
っ
た
2
0
2
0
年
以
降

で
2
番
目
に
多
い
。
今
回

の
死
亡
事
故
要
因
は
次
の

と
お
り
で
、
典
型
的
な
事

故
が
未
だ
多
く
発
生
し
て

い
る
。

▽
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
に
轢

か
れ
る
。
も
し
く
は
、
そ

の
作
業
機
の
回
転
部
に
巻

き
込
ま
れ
た
も
の

5
件

▽
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
が
転

落
し
、
下
敷
き
と
な
っ
た

も
の

4
件

▽
野
焼
き
時
の
延
焼
等
に

よ
る
も
の

4
件

農
林
水
産
省
は
、
農
業

関
係
者
の
方
に
対
し
て
、

機
会
あ
る
ご
と
に
農
業
者

の
方
に
繰
り
返
し
「
基
本

的
な
安
全
対
策
」
の
励
行

を
促
し
て
ほ
し
い
と
し
て

い
る
。

▼
7
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

集
中
豪
雨
と
熱
中
症
に
気

を
つ
け
よ
う

気
象
庁
気
象
研
究
所
よ

り
「
集
中
豪
雨
の
発
生
頻

度
が
こ
の
45
年
間
で
増
加

し
て
お
り
、
特
に
梅
雨
期

で
増
加
傾
向
が
顕
著
」
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。
近
年

は
6
〜
7
月
に
増
水
し
た

水
路
や
川
に
農
業
者
が
流

さ
れ
る
事
故
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
夏
も
例
年
よ

り
や
や
暑
い
日
が
多
い
と

予
想
さ
れ
て
お
り
、
熱
中

症
へ
の
警
戒
が
必
要
。
消

防
庁
の
ま
と
め
で
は
、
熱

中
症
に
よ
る
搬
送
者
は
6

月
か
ら
増
え
始
め
、
梅
雨

明
け
の
7
月
、
そ
し
て
8

月
に
ピ
ー
ク
と
な
る
。
田

畑
や
森
林
な
ど
か
ら
熱
中

症
で
搬
送
さ
れ
る
人
は
毎

年
1
5
0
0
人
あ
ま
り

で
、
こ
の
う
ち
20
〜
30
人

が
死
亡
し
て
い
る
。
農
業

で
は
畑
や
ハ
ウ
ス
内
で
の

作
業
で
熱
中
症
に
な
る
人

が
多
い
が
、
こ
の
う
ち
、

70
歳
以
上
が
死
亡
者
の
9

割
弱
を
占
め
て
い
る
。

（２）令和 6年 6月 1 5 日（土曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 3 5 号



日
本
農
業
法
人
協
会
は

6
月
4
日
、「
農
地
集
積
・

集
約
化
に
向
け
た
ア
ン
ケ

ー
ト
―
農
地
2
0
2
5
問

題
―
」（
2
0
2
4
年
5

月
調
査
）
の
結
果
を
取
り

ま
と
め
て
公
表
し
た
。
23

年
版
農
業
法
人
白
書
で

は
、
会
員
の
経
営
課
題
の

1
位
が
3
年
連
続
し
て

「
資
材
コ
ス
ト
」
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
な
る
農
地

の
集
積
・
集
約
化
に
よ
る

効
率
的
な
生
産
を
実
現

し
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
本
調
査

は
2
0
2
5
年
3
月
31
日

ま
で
に
「
協
議
の
場
」
の

結
果
を
踏
ま
え
て
市
町
村

が
策
定
す
る「
地
域
計
画
」

の
作
成
状
況
や
農
地
の
集

積
・
集
約
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
関
係
機
関
の
取
組
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

実
施
し
た
。

▽
「
協
議
の
場
」
へ
の
呼

び
か
け
（
グ
ラ
フ
1
）

将
来
の
農
業
の
在
り
方

や
誰
が
ど
の
農
地
を
利
用

し
て
い
く
か
等
を
話
し
合

う
場
で
あ
る「
協
議
の
場
」

に
、
地
元
の
市
町
村
か
ら

「
呼
び
か
け
が
な
い
」
と

の
回
答
が
45
・
0
％
。
地

元
以
外
の
市
町
村
か
ら
の

「
呼
び
か
け
が
な
い
」
は

83
・
5
％
だ
っ
た
。

▽
地
元
市
町
村
の
「
地
域

計
画
」
作
成
状
況
（
グ
ラ

フ
2
）

作
成
状
況
に
つ
い
て

は
、「
わ
か
ら
な
い
」が
53
・

6
％
で
、「
進
ん
で
い
る
」

25
・
9
％
、「
進
ん
で
い

な
い
」
20
・
5
％
。
作
成

状
況
を
把
握
し
て
い
る
人

の
中
で
も
、
進
捗
具
合
へ

の
評
価
は
わ
か
れ
た
。

▽
農
地
集
積
・
集
約
化
へ

の
「
地
域
計
画
」
作
成
の

効
果（
グ
ラ
フ
3
・
表
1
）

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
が
81
・
1
％
と
大
半

を
占
め
、「
プ
ラ
ス
に
働

い
て
い
る
」
が
17
・
5
％

で
「
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
て

い
る
」
が
1
・
4
％
。
ほ

と
ん
ど
の
農
業
者
が
地
域

計
画
の
効
果
を
感
じ
て
い

な
い
結
果
と
な
っ
た
。

▽
農
地
集
積
・
集
約
化
の

進
捗
状
況

農
地
集
積
・
集
約
化
の

現
状
は
「
進
ん
で
い
る
」

が
51
・
0
％
で
、「
進
ん

で
い
な
い
」
が
49
・
0
％

と
結
果
が
分
か
れ
た
。

農
地
集
積
・
集
約
化
が

進
ま
な
い
要
因
に
は
、「
地

域
全
体
に
農
地
集
積
・
集

約
化
の
機
運
が
な
い
」

（
55
・
3
％
）
や
「
関
係

機
関
が
農
地
集
積
・
集
約

化
に
積
極
的
で
な
い
」

（
37
・
8
％
）、「
出
物
の

農
地
は
あ
る
が
、
基
盤
整

備
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
使
え
ず
、
引
き
受

け
ら
れ
る
状
態
で
は
な

い
」（
27
・
6
％
）、「
ほ

と
ん
ど
の
農
地
が
担
い
手

に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い

る
た
め
、
農
地
の
出
物
が

少
な
い
」（
25
・
2
％
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
農
地
転
用
（
転
用
期

待
も
含
む
）
が
農
地
集

積
・
集
約
の
阻
害
要
因
と

「
な
っ
て
い
る
」
と
の
回

答
が
41
・
0
％
あ
っ
た
。

▽
農
地
バ
ン
ク
が
管
理
し

て
い
る
農
地
の
基
盤
整
備

基
盤
整
備
に
つ
い
て
は

71
・
9
％
が
「
進
ん
で
い

な
い
」
と
回
答
し
た
。
ま

た
、
基
盤
整
備
に
係
る
農

家
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

「
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
」

が
64
・
7
％
、「
あ
る
」と

の
回
答
は
19
・
1
％
だ
っ

た
。

▽
関
係
機
関
の
取
り
組
み

の
課
題

農
地
の
集
積
・
集
約
に

向
け
て
、
関
係
機
関
の
取

組
み
に
「
課
題
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
い

ず
れ
の
機
関
（
農
地
バ
ン

ク
、都
道
府
県
、市
町
村
、

農
業
委
員
会
）
も
6
割
以

上
を
占
め
た
。

関
係
機
関
別
の
課
題
と

し
て
は
、
農
地
バ
ン
ク
・

市
町
村
・
農
業
委
員
会
は

「
不
十
分
な
情
報
発
信
」、

都
道
府
県
は
「
調
整
能
力

の
低
さ
」
を
挙
げ
る
声
が

そ
れ
ぞ
れ
最
も
多
か
っ

た
。

▽
農
地
の
売
買
に
つ
い
て

賃
借
し
て
い
る
農
地
に

つ
い
て
、
68
・
1
％
が
地

主
か
ら
買
取
の
要
請
が

「
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

一
方
、
購
入
し
な
い
理
由

又
は
購
入
で
き
な
い
理
由

に
は
、「
そ
も
そ
も
農
地

を
購
入
し
な
い
経
営
方

針
」（
28
・
3
％
）
や
「
賃

借
よ
り
も
コ
ス
ト
が
か
か

る
」（
25
・
7
％
）
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
農
地
の
売
買
価

格
の
基
準
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、

「
地
域
の
実
勢
価
格
」
と

回
答
す
る
割
合
が
最
も
多

く
76
・
9
％
。「
公
的
な

土
地
評
価
額
」
は
16
・
1

％
だ
っ
た
。

【
調
査
概
要
】

▽
調
査
期
間

2
0
2
4
年
5
月
13
日

（
月
）
〜
5
月
27
日

（
月
）

▽
調
査
対
象

日
本
農
業
法
人
協
会
正

会
員
2
0
8
0
先

▽
調
査
方
法

Ｗ
Ｅ
Ｂ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

よ
る
回
答

▽
有
効
回
答
数

5
0
2
先
（
回
答
率

24
・
1
％
）

農
地
集
積
・
集
約
化
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
日
本
農
業
法
人
協
会

▼
地
元
市
町
村
か
ら
協
議
の
場
へ
の
呼
び
か
け
な
し
４５
％

▼
地
域
計
画
作
成
状
況
わ
か
ら
な
い
５
割
超
／
作
成

効
果
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
８
割

▼
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
進
捗
は
評
価
分
か
れ
る

政
府
は
5
月
31
日
、
2

0
2
3
年
度
食
料
・
農

業
・
農
村
白
書
を
閣
議
決

定
し
た
。
今
回
の
白
書
で

は
、「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
の
検
証
・
見
直

し
」
を
特
集
し
、
見
直
し

の
経
緯
と
今
後
20
年
を
見

据
え
た
課
題
を
提
示
。
本

編
で
は
新
た
に
「
環
境
と

調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス

テ
ム
の
確
立
」
を
第
2
章

と
し
て
章
立
て
し
た
。

今
後
20
年
を
見
据
え
た

課
題
に
つ
い
て
は
、
世
界

情
勢
の
変
化
、
気
候
変
動

に
よ
る
食
料
生
産
の
不
安

定
化
、
農
業
生
産
資
材
の

調
達
競
争
の
激
化
に
よ
る

輸
入
価
格
の
上
昇
、
価
格

転
嫁
し
に
く
い
価
格
形
成

機
能
の
問
題
、
農
業
者
の

減
少
及
び
高
齢
化
、
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
コ

ス
ト
な
ど
を
挙
げ
、
新
設

し
た
第
2
章
「
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ

ム
の
確
立
」
で
は
、
①
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
推
進
、
②
気
候
変
動

へ
の
対
応
等
の
環
境
政
策

の
推
進
、
③
バ
イ
オ
マ
ス

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
の
推
進
、
④
持

続
可
能
な
食
品
産
業
へ
の

転
換
と
消
費
者
の
理
解
醸

成
の
促
進
を
掲
げ
た
。

ま
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
で

は
、
①
食
料
安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
、
構
造
転
換

対
策
や
地
域
計
画
の
策
定

を
推
進
、
②
「
物
流
の
2

0
2
4
年
問
題
」
へ
の
対

応
を
推
進
、
③
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
を
促

進
、
④
農
業
分
野
に
お
け

る
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
取
組
拡
大
を
推
進
、

⑤
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

導
入
に
よ
る
生
産
性
の
高

い
農
業
を
推
進
、
⑥
農
業

と
福
祉
の
課
題
を
解
決
す

る「
農
福
連
携
」を
推
進
、

⑦
令
和
6
年
能
登
半
島
地

震
へ
の
対
応
を
推
進
、
を

取
り
上
げ
た
。

こ
の
う
ち
、
ト
ピ
ッ
ク

①
「
食
料
安
全
保
障
の
強

化
に
向
け
、
構
造
転
換
対

策
や
地
域
計
画
の
策
定
」

で
は
、
地
域
計
画
を
定
め

農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

次
に
、ト
ピ
ッ
ク
②「
物

流
の
2
0
2
4
年
問
題
」

で
は
、
2
0
2
4
年
4
月

か
ら
適
用
さ
れ
た
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外

労
働
上
限
規
制
に
つ
い

て
、
何
も
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
、
輸
送
能
力
が
2

0
1
9
年
比
で
24
年
に

14
・
2
％
、
30
年
に
は

34
・
1
％
不
足
す
る
と
指

摘
。
農
林
水
産
物
・
食
品

の
物
流
の
確
保
に
向
け
、

長
距
離
輸
送
の
削
減
、
荷

待
ち
・
荷
役
時
間
の
削

減
、
積
載
効
率
向
上
、
大

ロ
ッ
ト
化
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
へ
の
依
存
度
の
軽
減
を

推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
⑤
「
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
導
入
に
よ

る
生
産
性
の
高
い
農
業
」

で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
導
入
は
大
規
模
法
人

だ
け
で
は
な
く
、
中
小
・

家
族
経
営
に
と
っ
て
も
課

題
解
決
に
役
立
つ
と
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
導
入
コ
ス
ト
の
高
さ

に
課
題
が
あ
る
点
に
触

れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

体
の
活
用
が
有
効
と
指

摘
。
さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト

農
業
は
化
学
農
薬
や
化
学

肥
料
の
使
用
量
の
低
減
を

は
じ
め
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
貢
献
す
る
と
し
、
水

田
の
泥
を
か
き
混
ぜ
て
雑

草
の
生
長
を
抑
制
し
除
草

剤
の
使
用
を
削
減
す
る
ア

イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
の
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
散
布
な
ど
、

み
ど
り
戦
略
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
る
。

２３
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

基
本
法
見
直
し
を
特
集
／
第
２
章

に
環
境
と
の
調
和
を
新
設
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日
本
農
業
法
人
協
会
は

5
月
16
日
に
「
2
0
2
3

年
版
農
業
法
人
白
書
」
を

発
表
し
た
。
同
白
書
は
、

2
0
7
9
会
員
を
対
象
に

昨
年
9
月
か
ら
今
年
2
月

に
実
施
し
た
23
年
度
農
業

法
人
実
態
調
査
の
結
果
を

取
り
ま
と
め
た
も
の
。
調

査
対
象
と
な
る
会
員
の
経

営
規
模
は
、
全
国
平
均
と

比
べ
て
稲
作
37
・
6
倍
、

露
地
野
菜
34
・
6
倍
、
果

樹
14
・
3
倍
、
施
設
園
芸

8
・
1
倍
。

今
回
の
調
査
に
よ
る

と
、
基
幹
的
農
業
従
事
者

の
急
激
な
減
少
に
よ
り
、

農
地
の
受
け
皿
と
な
っ
て

い
る
大
規
模
経
営
体
の
規

模
拡
大
が
進
む
と
と
も

に
、
輸
出
が
前
年
比
で
約

2
倍
に
な
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

会
員
の
平
均
売
上
高
は
10

年
前
と
比
べ
て
約
1
・
5

倍
の
3
億
9
2
1
4
万
円

と
な
り
、
資
材
コ
ス
ト
が

高
止
ま
り
す
る
中
、
2
年

連
続
で
最
高
値
を
更
新
し

た
。

▽
経
営
課
題
・
経
営
リ
ス

ク
は
今
年
も
「
コ
ス
ト
」

現
在
の
経
営
課
題
に
つ

い
て
は
「
資
材
コ
ス
ト
」

が
60
・
1
％
と
3
年
連
続

で
最
多
と
な
っ
た
。
2
位

は
新
た
に
設
け
た
「
人
材

の
育
成
」、
3
位
は
「
労

働
力
」、
以
下
、「
経
営
力

の
向
上
」「
価
格
転
嫁
が

で
き
な
い
」
と
続
い
た
。

「
労
働
力
」
は
長
年
、
経

営
課
題
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た

が
、
昨
年
は
2
位
、
今
年

は
3
位
に
後
退
し
た
。
経

営
課
題
を
業
種
別
に
み
る

と
、
稲
作
・
野
菜
・
畜
産

は
い
ず
れ
も
「
資
材
コ
ス

ト
」
が
最
多
だ
っ
た
が
、

果
樹
で
は「
人
材
の
育
成
」

が
最
多
だ
っ
た
。

経
営
リ
ス
ク
も
昨
年
同

様
、
資
材
コ
ス
ト
の
高
止

ま
り
の
影
響
か
ら
、「
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
」
が
圧

倒
的
に
多
く
77
・
8
％
。

次
い
で
「
労
働
力
の
不

足
」、「
生
産
物
価
格
の
下

落
」、「
価
格
転
嫁
が
で
き

な
い
」
と
続
い
た
。
経
営

リ
ス
ク
へ
の
対
策
は
、
こ

ち
ら
も
昨
年
同
様
「
複
数

販
路
の
確
保
」
が
最
多
で

59
・
1
％
。
こ
の
他
、「
収

入
保
険
へ
の
加
入
」（
38
・

5
％
）、「
従
業
員
の
給
与

水
準
や
福
利
厚
生
の
改

善
」（
37
・
5
％
）、「
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
」

（
35
・
7
％
）、「
多
品
目

品
種
」（
33
・
3
％
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

な
お
、
回
答
数
が
2
番

目
に
多
か
っ
た
「
収
入
保

険
へ
の
加
入
」
に
つ
い
て

は
、
売
上
規
模
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
未
加
入
率
が
高

く
、
ま
た
、
売
上
5
0
0

0
万
円
未
満
で
も
加
入
率

は
51
％
だ
っ
た
。

▽
農
業
資
材
の
購
入
先
の

多
く
は
「
農
協
系
統
」
と

「
農
業
資
材
メ
ー
カ
ー
」

農
業
資
材
の
購
入
先
は

農
協
系
統
と
農
業
資
材
メ

ー
カ
ー
が
と
も
に
35
％
、

小
売
業
者
が
22
％
。
購
入

先
の
選
定
理
由
は
、「
価

格
」
が
圧
倒
的
に
多
く
56

％
で
、
以
下
、「
購
入
先

と
の
付
き
合
い
」（
36

％
）、「
品
質
・
性
能
」（
32

％
）
な
ど
だ
っ
た
。

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
割

合
が
大
幅
に
低
下

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を

「
導
入
し
て
い
る
」
法
人

は
54
・
7
％
で
、
昨
年
の

72
・
4
％
か
ら
大
幅
に
低

下
し
た
。
業
種
別
の
導
入

割
合
は
稲
作
が
8
割
と
多

く
、
果
樹
は
3
割
未
満
。

導
入
内
容
は
、「
農
薬
・

肥
料
散
布
の
た
め
の
先
進

機
器
」
や
「
生
産
プ
ロ
セ

ス
の
管
理
支
援
シ
ス
テ

ム
」
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
を
導
入
し
な
い
理
由

に
は
「
収
益
性
向
上
が
見

込
め
な
い
」「
実
情
に
合

わ
な
い
」
を
挙
げ
る
声
が

多
か
っ
た
。

▽
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
取

り
組
み
は
低
調

国
が
推
進
し
て
い
る
Ｊ

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
取
組

率
は
僅
か
3
・
8
％
。「
今

後
、
取
組
を
予
定
し
て
い

る
」
割
合
も
9
・
4
％
に

と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、「
制

度
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の

で
わ
か
ら
な
い
」
が
54
・

5
％
と
回
答
の
半
数
以
上

を
占
め
た
。

▼
経
営
課
題
は
３
年
連
続

資
材
コ
ス
ト

▼
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
は
前
年
比
大
幅
減

▼
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
半
数
以
上
が
制
度
知
ら
な
い
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